
 

№３５ 2018 年 11 月 

 

 

 

 

日本共産党 

むとう葉子 
地域後援会 

ニュース 

い

つ

も

ニ

ュ

ー

ス

を

お

読

み

い

た

だ

い

て

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

み

。

 

ご

意

見

、

ご

要

望

を

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。
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今年に入ってか

ら、私のもとにおか

に困っているという

相談が 3 件ありまし

た。事務所に相談に

来た方の話を聞くと

年か以外にもパート

の仕事をしており、

生活保護の水準よ

り収入はありました。

しかし、家賃や光熱

水費の滞納が目立

ち、地域住民に借かがあり、社会的孤立

をしていました。債務整理、家計管理、地

域活動への参加等課題を一つ一つ解決

する必要があると考え、継続してご相談に

のっているところです。 

6 月議会で、戸田市における生活困窮

者自立支援事業の中の、任意事業であ

る家計相談事業の実施を訴えましたが、

市は国の動向をみていくとの答弁でした。 

ようこそ、滞納してくれました条例 

色々調べていくと滋賀県野洲市が、生

活困窮者の自立に向けての取り組みをし

ていることがわかり日本共産党市議団で

同市を視察しました。 

野洲市は「市民の生活を壊してまで、

税かの回収はしない」と、生活再建支援

として滞納解決する仕組み、「債権管理

条例」（ようこそ、滞納してくれました条

例）を定めています。滞納は生活困窮のシ

グナルと捉え、納税相談にのり、自治体

で生活再建の支援を行います。「相談者

�ようこそ、滞納してくれました条例� 

を待つのではなく、困っている人を探し解

決する」という姿勢で、市民相談、消費生

活相談、法律相談、税務相談等の行政窓

口で庁舎内での情報を共有し、相談者の

発見に努め、生活困窮状態から脱却させ

る取り組みを行っています。 

積極的に市民の暮らしを守る 

長年、引きこもり等で就労できないと思

われていた方に、スーツを貸し出し、お化粧

を施し、模擬面接を行うなどの支援をする

ことで、本人のやる気を引き出すことに繋

がったというケースが紹介され、支援する

担当者のモチベーションもアップすると生

き生きと話されていました。他にも振り込

め詐欺や訪問販売等の未然防止・早期発

見に努める「野洲市くらし支え合い条例」

を推進するなど、積極的に市民の暮らしを

守る姿勢を取っています。こんな市もある

んですよ。 

戸田市でも・・・ 

少子高齢化が進み、詐欺事件が戸田市

でも頻繁に起きています。市民の目線にた

った施策や条例を戸田市でも考えていき

たいと思います。 

～生活困窮者の自立への取り組み～      滋賀県野洲市を視察 

滋賀県野洲市 

人口:約５万人 

面積:約８０㎢ 

（左地図⓵） 

戸田市 

人口:約１４万人 

面積:約１８㎢ 
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沖縄県知事 

玉城デニーさん 

安田さん解放と「自己責任」論を考える 

辺野古に新基地は作らせない 

９月３１日投開票の沖縄県知事

選挙。様々な妨害に打ち勝った玉

城デニーさんそして、沖縄の皆さ

んと一緒に心から喜びたいと思い

ます。選挙後、沖縄出身のＳ･Ｏさ

んからコメント（下記）を頂きま

した。併せて掲載します。 

急逝した翁長雄志知事

の遺志を継ぎ、新基地反

対を掲げた玉城デニー氏

が、安倍晋三政権が全面

支援した佐喜真淳氏に圧

勝しました。得票は３９万６６３２票、過去最多となり、佐

喜真氏に約８万票もの大差をつけました。４年前の前

回知事選での翁長氏当選に続く玉城氏の歴史的勝

利は、「辺野古新基地ノー」が沖縄県民の揺るがぬ意

思であることを明瞭に示しました。 

今回の選挙結果を受けて安倍政権は、この県民の

明確な拒否の意思を直視すべきです。 

「オール沖縄」のたたかいをさらに進め、全国の連

帯を強め、辺野古新基地建設阻止、普天間基地の即

時閉鎖・撤去に力を尽くすことが必要です。 

に

は

敬

意

は

払

え

ま

せ

ん

」

「

ま

ず

、

『

恥

ず

か

し

な

が

ら

�

』

と

謝

り

な

さ

い

」

と

発

信

、

ネ

ッ

ト

上

で

は

「

国

に

迷

惑

を

か

け

た

」

「

救

出

費

用

を

請

求

し

ろ

」

な

ど

の

発

言

が

飛

び

交

い

、

「

自

己

責

任

に

つ

い

て

説

明

が

な

い

」

「

シ

リ

ア

の

話

よ

り

反

省

聞

か

せ

ろ

」

と

バ

ッ

シ

ン

グ

が

続

い

て

い

ま

す

。

 

「

自

己

責

任

だ

か

ら

助

け

る

必

要

が

な

シ

リ

ア

で

武

装

勢

力

に

拘

束

さ

れ

、

先

ほ

ど

解

放

さ

れ

た

安

田

純

平

さ

ん

に

対

し

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

上

で

「

自

己

責

任

」

を

ふ

り

か

ざ

し

て

非

難

す

る

こ

と

が

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。

 

た

と

え

ば

、

右

寄

り

の

発

言

で

知

ら

れ

る

高

須

克

也

ク

リ

ニ

ッ

ク

院

長

は

、

ツ

イ

ッ

タ

ー

で

「

こ

の

人

い

」

な

ど

と

い

う

議

論

は

、

世

界

の

中

で

も

異

様

で

す

。

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

の

役

割

と

い

う

点

と

、

国

家

の

責

務

と

い

う

点

で

ま

っ

た

く

間

違

っ

て

い

ま

す

。

 

       フ

ラ

ン

ス

で

は

２

０

１

４

年

、

「

イ

ス

ラ

ム

国

」

に

拘

束

さ

れ

た

記

者

４

人

が

解

放

さ

れ

た

時

、

オ

ラ

ン

ド

大

統

領

は

空

港

ま

で

出

迎

え

、

「

報

道

の

自

由

に

尽

く

す

、

優

秀

な

同

胞

が

い

る

こ

と

を

誇

り

に

思

う

」

（

「

朝

日

」

３

日

付

）

と

話

し

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

、

外

国

に

い

る

邦

人

が

事

件

や

事

故

、

遭

難

な

ど

に

あ

っ

た

と

き

、

そ

の

生

命

の

保

護

に

尽

力

す

る

の

は

、

日

本

政

府

の

当

然

の

責

務

で

す

。

「

邦

人

保

護

は

国

に

と

っ

て

の

責

務

」

「

事

が

起

き

て

し

ま

え

ば

、

『

自

己

責

任

』

で

は

片

づ

け

ら

れ

な

い

」

（

ア

ル

ピ

ニ

ス

ト

の

野

口

健

さ

ん

）

、

「

自

己

責

任

な

ん

て

身

の

回

り

に

あ

ふ

れ

て

い

る

�

人

類

助

け

合

っ

て

生

き

れ

ば

い

い

」

（

ダ

ル

ビ

ッ

シ

ュ

有

投

手

）

な

ど

と

識

者

も

発

信

し

て

い

ま

す

。

あ

の

「

産

経

」

で

さ

え

、

「

危

険

を

承

知

で

現

地

に

足

を

踏

み

入

れ

た

の

だ

か

ら

自

己

責

任

で

あ

る

と

し

、

救

出

の

必

要

性

に

疑

問

を

は

さ

む

の

は

誤

り

で

あ

る

。

理

由

の

如

何

を

問

わ

ず

、

国

は

自

国

民

の

安

全

や

保

護

に

責

任

を

持

つ

」

（

10

月

15

日

付

主

張

）

と

指

摘

し

ま

す

。

 

  「

朝

日

」

４

日

付

に

よ

る

と

、

２

０

０

４

年

当

時

、

故

・

井

上

ひ

さ

し

さ

ん

は

「

自

己

責

任

と

い

う

言

葉

」

を

人

質

バ

ッ

シ

ン

グ

に

使

う

の

は

「

間

違

い

」

だ

と

指

摘

し

て

い

ま

し

た

。

ラ

テ

ン

語

の

語

源

か

ら

紐

解

き

な

投

稿

 

邦

人

保

護

は

国

の

責

務

 

内

戦

下

の

シ

リ

ア

で

３

年

４

ケ

月

に

わ

た

り

拘

束

さ

れ

て

い

た

フ

リ

ー

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

安

田

純

平

さ

ん

（

44

）

が

解

放

さ

れ

10

月

25

日

帰

国

し

ま

し

た

。

「

安

田

さ

ん

解

放

と

『

自

己

責

任

』

論

を

考

え

る

」

と

題

し

て

、

市

内

在

住

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

Ｍ

・

Ｔ

生

さ

ん

か

ら

投

稿

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

 

翁長雄志さんの遺志を継いで 

「市民アンケート」 

ご協力感謝します！ 

  
 
 
 
 
 
夫

婦

別

姓

 

 

 

 

 

 

Ｔ

・

Ｍ

 

 

 

私
に
は
３
つ
の
姓
が
あ
り
ま
す
。
普
段
使
っ
て
い
る

「
〇
〇
」
と
、
夫
の
姓
「
×
×
」、
そ
し
て
私
の
旧
姓
「
△ 
 
 

△
」
で
す
。
「
〇
〇
」
と
い
う
の
は
私
の
元
夫
に
由
来
す 

る
姓
で
す
。 

 
 
 
 

最
初
の
結
婚
の
時
、
姓
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ま 

り
に
た
く
さ
ん
の
書
類
変
更
が
必
要
な
こ
と
に
う
ん
ざ

り
し
た
私
は
、
離
婚
時
に
迷
わ
ず
婚
氏
続
称
*

を
選
び
ま
し
た
。
離

婚
と
同
時
に
引
越
し
や
転
職
も
し
た
の
で
、
こ
れ
以
上
ム
ダ
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
１
ミ
リ
だ
っ
て
使
い
た
く
な
い
、
と
思
っ
た
の
で
す
。 

今
、
実
業
家
の
男
性
達
が
別
姓
裁
判
を
起
こ
し
て
、
同
姓
の
強
制

と
い
う
の
は
と
て
も
不
合
理
で
不
公
平
だ
と
訴
え
て
い
ま
す
が
、
や

っ
と
世
の
中
が
そ
の
事
実
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
、

と
い
う
気
持
ち
で
す
。 

別
姓
夫
婦
の
多
く
は
女
性
が
「
通
名
」
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

私
た
ち
は
く
じ
引
き
で
決
め
た
の
で
、
結
果
的
に
夫
が
旧
姓
「
×
×
」

を
通
名
と
し
て
、
戸
籍
上
の
「
〇
〇
」
姓
と
使
い
分
け
て
い
ま
す
。 

*

婚

氏

続

称

 

離

婚

時

に

旧

姓

に

戻

ら

な

い

で

婚

姻

時

の

姓

を

使

い

続

け

る

こ

と

 

  

が

ら

「

自

己

責

任

と

い

う

言

葉

は

自

分

の

前

で

し

か

使

え

な

い

。

自

分

が

使

命

感

を

も

っ

た

ら

、

そ

れ

を

果

た

す

の

が

自

己

責

任

。

志

を

立

て

た

の

に

や

ら

な

か

っ

た

ら

自

分

が

許

さ

な

い

」

と

話

し

、

イ

ラ

ク

に

行

っ

た

三

人

は

逆

に

「

自

己

責

任

」

を

果

た

し

た

こ

と

に

な

る

と

話

し

て

い

ま

し

た

。

 

総

じ

て

い

う

と

、

安

田

さ

ん

救

出

で

の

「

自

己

責

任

」

論

は

、

外

国

で

の

邦

人

保

護

に

関

す

る

政

府

の

責

任

へ

の

無

理

解

、

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

の

役

割

に

つ

い

て

の

無

知

、

安

倍

政

治

へ

の

批

判

を

許

さ

な

い

と

い

う

風

潮

と

軌

を

一

に

し

て

い

る

と

い

え

る

で

し

ょ

う

。

 

「

自

己

責

任

」

論

は

誤

り

 

家族と

（赤旗日曜版 11/4） 

沖
縄
の
海
が
汚
さ
れ
る
の
が
我
慢
な
り
ま
せ
ん
。
青
く
澄
み
切

っ
た
海
、
海
の
中
に
は
色
と
り
ど
り
の
魚
や
サ
ン
ゴ
、
透
明
度
が

高
く
て
、
ど
こ
ま
で
も
澄
み
渡
っ
て
い
ま
す
。
私
の
出
身
は
宮
古

島
で
す
。
私
は
中
学
２
年
の
こ
ろ
ま
で
こ
の
島
に
い
ま
し
た
。
昼

間
は
暑
く
て
泳
げ
ま
せ
ん
か
ら
、
地
元
の
人
は
夜
泳
ぎ
ま
す
。
夜

の
海
も
き
れ
い
で
す
。
月
の
夜
な
ど
は
最
高
で
す
。
波
の
穏
や
か

な
時
な
ど
に
ぷ
か
ぷ
か
浮
か
ん
で
い
る
と
、
時
間
を
忘
れ
そ
う
に

な
り
ま
す
。
沖
縄
の
海
は
ど
こ
で
も
す
ば
ら
し
い
で
す
。 

こ
の
海
に
重
機
を
入
れ
て
戦
争
の
た
め
の
基
地
を
作
っ
て
い

く
。
ふ
ざ
け
る
な
と
言
い
た
い
。
き
れ
い
な
海
、
真
っ
白
い
砂
浜
、

豊
か
な
サ
ン
ゴ
の
海
を
島
民
か
ら
奪
わ
な
い
で
欲
し
い
、
沖
縄
の

人
達
の
思
い
や
願
い
が
詰
ま
っ
た
結
果
が
、
翁
長
さ
ん
の
遺
志
を

継
い
だ
、
デ
ニ
ー
さ
ん
の
当
選
だ
と
思
い
ま
す
。
安
倍
さ
ん
な
ん

か
に
負
け
る
な
！
と
に
か
く
安
倍
さ
ん
は
許
せ
ま
せ
ん
。 

８

月

か

ら

取

り

組

ん

だ

「

市

民

ア

ン

ケ

ー

ト

」

421

通

（

1019

時

点

）

が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

結

果

を

今

、

皆

様

に

全

戸

配

布

で

お

届

け

し

て

い

ま

す

。

 

ご

協

力

に

感

謝

し

ま

す

。

 


